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特集　
～減災について考える～

災害を知り、伝える

早くおいしいジャガイモにな～れ!!（広根）

芝生の上でジャ～～～ンプ！！ （子育て支援センター）
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8

水道モニターって知ってる?

「猪名川町の未来を描く高校生フォーラム」
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最徳寺と酒蔵のある風景 27
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町
内
で
の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
災
害

の
多
く
は
、
台
風
に
よ
る
風
水
害
で
す
。

平
成
26
年
8
月
に
発
生
し
た
台
風
11
号

豪
雨
災
害
で
は
、
長
雨
に
よ
り
河
川
が

氾は
ん
ら
ん濫
し
、
一
部
の
地
域
が
浸
水
す
る
な

ど
の
被
害
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨

年
10
月
に
発
生
し
た
台
風
21
号
で
は
、
暴

風
に
よ
る
倒
木
や
落
石
な
ど
が
相
次
ぎ
、

北
部
地
域
で
は
電
線
の
断
線
に
よ
り
発

生
し
た
長
時
間
の
停
電
で
、
住
民
の
生

活
に
も
大
き
な
影
響
が
で
ま
し
た
。　

　

台
風
や
大
雨
な
ど
は
、
天
気
予
報
や

町
の
防
災
情
報
な
ど
で
、
あ
る
程
度
の

予
測
が
可
能
で
す
。
日
頃
か
ら
各
家
庭

に
懐
中
電
灯
や
最
低
３
日
分
の
非
常
食
、

携
帯
ト
イ
レ
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど

の
非
常
用
備
品
を
準
備
し
、
有
事
に
備

え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
身
の
危
険
を
感

じ
た
ら
各
地
区
で
開
設
さ
れ
る
避
難
場

所
へ
、
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
特

に
河
川
の
近
く
の
家
や
土
砂
崩
れ
の
危

険
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
地
区
の
人
は
注

意
が
必
要
で
す
。
自
宅
ま
わ
り
の
雨
水

な
ど
が
侵
入
し
や
す
い
箇
所
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
土
の
う
を
置
い
て
お
く
な
ど

の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
が
作
成
し
て
い
る
防
災
マ
ッ
プ
に

は
、
水
害
や
土
砂
災
害
の
危
険
区
域
な
ど

が
地
図
上
に
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
お

住
ま
い
の
地
域
の

災
害
危
険
度
を
把

握
し
、
各
個
人
や

ご
家
庭
、
地
域
で

の
適
切
な
備
え
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
、
日
本
各
地
で
様
々
な
自
然
災
害

が
増
え
て
お
り
、
大
規
模
な
震
災
や
ゲ
リ

ラ
豪
雨
に
よ
る
洪
水
、
土
砂
崩
れ
な
ど
も

相あ
い
つ次
い
で
い
ま
す
。
本
町
で
も
、
平
成
25

年
の
台
風
18
号
集
中
豪
雨
、
26
年
の
台
風

11
号
豪
雨
災
害
、
29
年
の
台
風
21
号
暴
風

災
害
な
ど
は
、
皆
さ
ん
の
記
憶
に
も
新
し

い
で
し
ょ
う
。

　

大
雨
な
ど
の
自
然
現
象
の
発
生
自
体

は
、
私
た
ち
に
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
目
の
前
に
迫
り
来
る
風
水

害
や
土
砂
災
害
、
大
き
な
地
震
な
ど
に
対

し
、
災
害
発
生
時
の
被
害
を
少
し
で
も
減

ら
す
こ
と
は
可
能
で
す
。

　

自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
よ
う
と
す
る
考
え
方
を
「
減
災
」
と

い
い
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
積
極

的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
で

す
。「
減
災
」は
、「
震
災
」の
み
な
ら
ず「
風

水
害
」
に
お
い
て
も
重
要
で
、
日
頃
か
ら

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
と
備

え
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が

早
期
の
復
旧
・
復
興
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
号
で
紹
介
す
る
よ
う
に
、
過
去
に
町

内
で
起
こ
っ
た
災
害
の
こ
と
や
東
日
本
大

震
災
で
の
実
体
験
や
現
状
を
知
る
こ
と
。

ま
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら

神
戸
市
に
建
て
ら
れ
た
施
設
「
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
」
で
、
震
災
を
体
感
し
た

り
、
災
害
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
。
こ
れ
ら

一
つ
ひ
と
つ
の
積
み
重
ね
が
、
自
分
自
身

や
家
族
の
大
切
な
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　

災
害
の
怖
さ
を
「
知
り
」
大
切
な
人
に

「
伝
え
る
」
こ
と
で
、「
防
災
・
減
災
」
に

つ
い
て
考
え
、
備
え
ま
し
ょ
う
。

　梅雨の長雨や突然の大雨（ゲリラ豪雨）・台風などは私たち
の生活に大きな被害をもたらすことがあります。
　また、近年発生するといわれている南海トラフ地震などを含
め、いつ・どこで起こるかわからない自然災害。
　今号では、様々な自然災害について「知り」「伝え」「防ぐ」
ことを考えます。

発生年月日 災害 概要 被害
平 成 25 年
9 月 15 ～
16 日

台風 18 号
集中豪雨

台風接近に伴う風雨により、15 日 2 時から
16 日 10 時までの連続雨量が 200mm を超え、
道路の冠水や住家浸水被害のほか、河川や農地
にも被害があった。

住家床下浸水（1 棟）、町道路・
河川被害（9 件）、農地・農道
被害（38 件）、水路等被害（13
件）

平 成 26 年
8 月 9 ～
10 日

台風 11 号
豪雨災害

台風接近に伴う風雨により、9 日未明の降り
始めからの総雨量は 48 時間 288mm、特に
10 日 10 ～ 13 時の 3 時間雨量は 100mm 以
上を記録した。道路の冠水や住家浸水被害の
ほか、河川や農地にも甚大な被害があった。

住家床上浸水（2 棟）、住家床
下浸水（17 棟）、町道路・河
川被害（16 件）、農地被害（11
件）、水路等被害（8 件）

平 成 29 年
10 月 22
～ 23 日

台風 21 号
暴風災害

台 風 接 近 に 伴 い 風 雨 が 強 ま り、 連 続 雨 量
130mm を記録する雨のほか、風は瞬間最大
風速 22.9m/s を記録した。暴風雨の影響で多
数の倒木、落石などによる道路通行止めや停
電被害などのほか、住家被害も発生した。

人的被害（1 件）、住家被害（2
件）、町道路・河川被害（11 件）、
公園緑地被害（5 件）、農地・
農道被害（25 件）、水路等被
害（6 件）、停電（約 5,670 件）

近年町内で発生した主な災害

 災害を知り、伝える

平成 26 年 8 月 10 日撮影（柏梨田）

平成 26 年 8 月 10 日撮影（柏梨田）

平成 26 年 8 月 10 日撮影（笹尾）

災害被害を少なくする
「自助」「共助」

　
　災害が発生し
たときに、一番
に考えていただ
きたいことは自
分 の 身 を 守 る

「 自 助 」 で す。
まずは、自身の
安全が確保でき
るよう、日頃か
ら備えてくださ

い。町の発信情報は、町ホーム
ページで確認いただけるほか、

「いなぼうネット」に登録いた
だきますと携帯電話などへメー
ル配信されますので、ぜひご利
用ください。
　ご家族で防災会議を開くな
ど、災害時の連絡体制や、避難
所の場所など、家族の行動を確
認しておきましょう。
　また、災害時は地域や身近に
いる人同士で助け合う「共助」
こそが被害を少なくするための
大きな力となります。地域で団
結した行動を取れるよう日頃か
ら話し合うことも大切です。
　なお、各地域で水防訓練（土
のう作成・備蓄）を行う場合

は、 必 要 経 費 に 対
す る 助 成 が あ り ま
す の で、 ご 活 用 く
ださい。

企画総務部 総務課
危機管理室
福
ふ く だ

田 潤
じゅん

室長

▲いなぼうネットの登録はコチラから

～減災について考える～猪
名
川
町
で
特
に
心
配
さ
れ
る
災
害

風
水
害
に
備
え
る

知
っ
て
い
ま
す
か
？
防
災
マ
ッ
プ
!!

自
然
災
害
を
防
ぐ
こ
と

「
減
災
」
の
重
要
性

大
切
な
命
の
た
め
に「
知
り
、伝
え
る
」

雨水の侵入を防ぐ土のう防災グッズ
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山
元
町
で

は
、
新
駅
を
中

心
に
公
共
施
設

や
商
業
・
福
祉

施
設
を
集
約
し

た
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め

て
お
り
、
復
興

に
向
け
て
の
大

き
な
節
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

現
地
の
方
か
ら
、
震
災
当
時
、
津
波
警
報

が
出
て
い
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
、

過
去
何
十
年
も
の
間
、
津
波
が
来
な
か
っ
た

と
い
う
経
験
か
ら
避
難
が
遅
れ
、
犠
牲
と

な
っ
た
方
が
多
く
い
た
こ
と
な
ど
を
聞
き
ま

し
た
。
瞬
時
の
判
断
に
よ
り
救
わ
れ
る
命
が

多
く
あ
り
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
自
然
災

害
を
「
知
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
再
確
認
す

る
と
と
も
に
、
知
る
こ
と
は
「
備
え
」
に
つ

な
が
る
第
一
歩
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
は
、
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
ず
、
後

世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

東
北
各
地
で
は
様
々
な
復
興
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
、
新
し
い
魅
力
が

た
く
さ
ん
溢
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
各
地
を

訪
れ
「
被
災
地
の
今
」
を
感
じ
て
く
だ
さ

い
。
気
に
か
け
る
思
い
が
被
災
地
の
復
興

へ
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

派
遣
職
員
と
し
て
山
元
町
へ
赴
任
し
た

１
年
間
は
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
今

後
も
、
山
元
町
の
職
員
や
全
国
の
派
遣
職

員
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
何
ら

か
の
形
で
支
援
を
続
け
る
と
と
も
に
、
ふ

る
さ
と
猪
名
川
町
で
の
業
務
に
活
か
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　平成 26、29 年度にそれぞれ１年間、東日本大震災復興支援派
遣事業として、町職員１人ずつを宮城県山元町へ派遣したことか
ら、広報いながわでは、「復興への架け橋」と題した現地レポート
を計７回にわたってお届けしました。今号では、29 年度総集編と
して、震災復興へ向かう山元町の様子を紹介します。
※ 4、5 ページに掲載している写真は、山元町より提供

復興への架け橋
平成 29 年度宮城県山元町派遣　児玉 加奈子主査

【山元町の紹介】

人口　12,364 人
（平成30年4月末現在）

面積　64.58k㎡
紹 介　 山 元 町 は、
冬は暖かく夏は涼
しい穏やかな気候の自然豊か
なまちです。農産物ではいち
ごやりんご、海の幸ではホッ
キ貝が特産で、山元町の「三
大グルメ」と呼ばれていま

す。また、それらを活かした
「ほっきめし」や「いちごジャ
ム」などをブランド認証し、
地域と一体になってまちの
PR をしていま

す。震災ではいちごハウスや、
ホッキ貝の水揚げがされてい
た磯浜漁港が被災したことに
より、生産が一時困難となり
ましたが、徐々に復興し、元気を取
り戻しています !! 山元町ホームページ→

　

私
は
、
今
年
の
３
月
に
山
元
町
・
亘わ

た
り理
町

で
構
成
す
る
亘
理
消
防
本
部
を
定
年
退
職
し
、

４
月
か
ら
２
年
間
の
任
期
付
き
で
防
災
担
当

職
員
と
し
て
山
元
町
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

猪
名
川
町
の
皆
さ
ん
も
記
憶
に
新
し
い

と
思
い
ま
す
が
、
２
０
１
１
年
３
月
11
日
、

山
元
町
民
６
３
７
人
の
命
を
奪
っ
た
東
日

本
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

当
時
宮
城
県
で
は
、
今
後
30
年
以
内
に

90
％
以
上
の
確
率
で
宮
城
県
沖
地
震
が
発

生
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
地
震

発
生
時
、「
つ
い
に
起
こ
っ
た
か
」
と
思

い
ま
し
た
が
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
、
震

度
６
強
（
山
元
町
）
の
揺
れ
は
そ
の
予
想

を
は
る
か
に
上
回
る
も
の
で
し
た
。
通
常
、

揺
れ
の
時
間
は
30
秒
程
度
で
も
感
覚
的
に

1
～
2
分
位
と
長
く
感
じ
ま
す
が
、
そ
の

時
は
実
際
に
3
分
程
度
激
し
く
揺
れ
、
事

務
室
の
本
棚
な
ど
は
時
間
と
と
も
に
将
棋

倒
し
の
よ
う
に
倒
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

私
は
地
震
発
生
と
同
時
に
消
防
本
部
か
ら

南
へ
約
８
km
、
車
で
10
分
程
度
の
山
元
町
役

場
へ
連
絡
員
と
し
て
出
向
を
命
じ
ら
れ
ま
し

た
。
国
道
6
号
を
通
行
し
な
が
ら
の
風
景

は
、
歩
道
の
陥
没
が
若
干
あ
り
ま
し
た

が
、
倒
壊
し
た
建
物
は
ほ
と
ん
ど
見
る
こ

と
は
な
い
状
況
で
し
た
。

　

役
場
に
到
着
し
た
時
、
職
員
は
屋
外
に

避
難
し
て
い
ま
し
た
。
激
し
い
余
震
が
続

く
な
か
庁
舎
内
に
入
る
と
、
防
災
無
線
の

ア
ン
テ
ナ
は
折
れ
て
垂
れ
下
が
り
、
50
㎝

以
上
も
あ
る
太
い
柱
に
亀
裂
が
入
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
時
私
は
、
今
回
の
地
震
の

揺
れ
の
大
き
さ
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ

の
後
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と
お
り
津

波
に
よ
っ
て
地
獄
絵
図
を
見
る
よ
う
な
光

景
で
し
た
。

　

被
災
後
、
全
国
各
地
か
ら
の
応
援
を
い

た
だ
き
、
お
手
伝
い
を
い
た
だ
い
た
皆
様

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
私
は

消
防
の
人
間
で
す
の
で
、
緊
急
消
防
援
助

隊
兵
庫
県
隊
の
皆
様
が
、
山
元
町
で
1
カ

月
以
上
も
活
動
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

対
し
、
た
だ
た
だ
感
謝
あ
る
の
み
で
す
。

　

今
で
は
、
徐
々
に
復
旧
復
興
が
進
み
、

平
成
28
年
に
は
JR
常じ

ょ
う
ば
ん磐
線
も
開
通
し
、
山

下
駅
、
坂
元
駅
周
辺
や
宮
城
病
院
の
近
く

に
新
市
街
地
が
完
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、

防
災
拠
点
な
ど
も
完
成
し
、
当
時
を
振
り

返
る
と
よ
く
こ
こ
ま
で
復
旧
し
た
も
の
と

感
じ
、
改
め
て
全
国
の
皆
様
か
ら
い
た
だ

い
た
応
援
の
賜た

ま
も
の物
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
自
然
災
害
を
見
る
と
、
こ
れ
ま

で
と
は
違
っ
た
形
で
の
災
害
が
増
加
し
て

い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
火
山
噴
火
で
の

噴
石
直
撃
や
、
冬
季
の
雪
崩
に
よ
る
人
的

被
害
な
ど
、
以
前
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ

う
な
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
首
都
直
下
地
震
や
東
海
地
震
、

そ
し
て
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大
規
模

地
震
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

台
風
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
洪
水
被
害
や

土
砂
災
害
、
海
底
地
震
に
よ
る
大
津
波
な

ど
、
誰
も
が
い
つ
・
ど
こ
で
・
ど
の
よ
う

な
災
害
に
直
面
す
る
か
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
へ
の
対
応
は
ど
う
し
た
ら
い

い
か
。
住
民
は
普
段
か
ら
安
全
な
避
難

方
法
や
避
難
場
所
を
考
え
る
。
行
政
は

そ
れ
ら
を
考
え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

空
振
り
を
恐
れ
ず
に
避
難
勧
告
や
避
難

指
示
を
積
極
的
に
発
令
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る

た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、「
安
全
な
場
所

に
早
く
避
難
す
る
」
こ
と
に
尽
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、「
早
く
避
難
し
た
ほ
う

が
よ
い
」
と
い
う
曖あ

い
ま
い昧
な
言
い
方
で
は

な
く
、「
早
く
避
難
し
な
さ
い
」
と
い
う

緊
迫
感
を
持
っ
た
言
葉
と
、
そ
れ
を
実

行
に
移
す
強
い
決
断
力
が
必
要
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

被災した水神沼周辺

避難所の様子

被災した戸花橋周辺

整備後のつばめの杜地区 ( 平成 28 年度 )

整備後の新山下駅周辺 ( 平成 28 年度 )

被災した旧山下駅周辺

山元町総務課
危機管理班

松
ま つ も と

本 邦
く に ひ こ

彦さん

 東日本大震災を 伝える
宮

み や ぎ け ん

城県山
や ま も と ち ょ う

元町

２
０
１
１
年
３
月
11
日

全
国
か
ら
の
応
援
に
感
謝

自
然
災
害
に
備
え
る

山
元
町
職
員
が

伝
え
る

▲復興の架け橋

　バックナンバー

登米市
気仙沼市
南三陸町

石巻市

女川町
東松島市

多賀城市

仙台市
名取市 七ヶ浜町

亘理町

塩釜市

岩手県

山形県

福島県

宮城県

太平洋
山元町

役場仮庁舎前で山元町の皆さんと
（写真前列中央）

海の見える高台から山元町を望む

あそびに来てね！

ⓒ 2018 山元町ホッキーくん #62　
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阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
か
ら
平
成

14
年
4
月
に
兵
庫
県
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ

た
「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」。

　

震
災
で
の
経
験
を
語
り
継
ぎ
、
そ
の
教

訓
を
未
来
に
生
か
す
こ
と
を
通
じ
て
、「
減

災
社
会
の
実
現
」と「
い
の
ち
の
大
切
さ
」「
共

に
生
き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
」
を
世
界

へ
、
そ
し
て
未
来
へ
と
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

館
内
で
は
、
震
災
当
時
の
様
子
が
映
像

や
ジ
オ
ラ
マ
に
よ
っ
て
体
験
で
き
る
ほ

か
、
震
災
時
か
ら
復
興
へ
の
道
の
り
な
ど

の
写
真
展
示
、
語
り
部
に
よ
る
震
災
を
語

り
継
ぐ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
風
水
害
や
大
規
模
な
地
震
な
ど

の
災
害
発
生
時
に
必
要
な
対
応
や
各
個

人
・
家
庭
で
備
え
て
お
く
べ
き
こ
と
、

防
災
グ
ッ
ズ
の
紹
介
や
防
災
・
減
災
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
実
践
的
な
知
識
も
学
習

で
き
ま
す
。
更
に
は
、
世
界
で
発
生
し
て

い
る
自
然
災
害
を
学
ぶ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
も
あ
り
、
様
々
な
視
点
か
ら
災
害

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

西
館
２
・
３
階
の
案
内
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
運
営
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

地
震
の
体
験
な
ど
に
基
づ
く
震
災
当
時
の

状
況
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
。
団
体

向
け
に
は
、
語
り
部
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
講
話
（
要
予
約
）
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

西館 4 階　1.17 シアター 西館 4 階　震災直後のまち

▲①西館外壁 7 階付近に表示された南海ト
ラフ地震の想定最大津波高（高知県黒潮町、
34.4m）　 ②西館３階 震災からの復興をたど
る　③西館３階 震災の記憶を残す

　阪神・淡路大震災が発生し
たときは、家族４人で神戸市

東灘区のマンションに住んでいました。
　東灘区は、震災による死者が最も多かった
地域でした。私は当時寝室で寝ていました
が、激しい揺れに、バケツの中に転がしたピ
ンポン球のように部屋の中で転がりました。
幸いなことに一家４人の命は無事でしたが、
友人や知人の中には亡くなってしまった人
もいました。私が住んでいた 10 階建てマン
ションは１階部分がつぶれてマンション全体
が傾いてしまい、住める状態ではなくなって
しまいました。それからの４カ月間、同じよ
うに家を失った人たちと公園でテント生活を
送りました。避難生活を送る中で、人と人の
温かいつながりができ、困った時にお互い支
え合うことの大切さを実感しました。人の温
もりは本当に心強かったです。支えてくれた
友人や、一緒にテント生活を送った人、ボラ
ンティアの人たちへの感謝の気持ちは今も忘
れません。
　震災から８年後、人と防災未来センターが
完成し、語り部ボランティアの募集を見た時

に、支えてくれた人たちに
恩返しがしたいと思い、語
り部を始めました。私は震
災を通じて、「自分の命は自
分だけのものではなく、周
りで支えてくれるたくさん
の人たちのものでもある。
命は本当に重いんだ。」と感
じました。これからも人の
命の重みや、悲惨な震災被
害に備えるために必要なこ
とを伝えていきたいです。

　私はもともと人と関わるこ
とが好きで、青少年団体など
の地域活動に積極的に参加していました。阪
神・淡路大震災では私自身も被災しました
が、家族は無事、家は一部損壊ですみました。

「何とか家には住めるな」と思った次の瞬間、
「何かをしたい。何かをしてあげたい」と思
いました。
　避難所になっている近所の小学校へ行く
と、飲み水に困っているとのことだったので、
自前で 600l の給水車を作り、震災当日から
避難者支援に走りました。震災から一週間後、
みんながお風呂に入れていないことに気づ
き、急造の移動式お風呂を作って避難所に出
前しました。避難所には長蛇の列ができ、避
難者からは感謝の言葉を掛けられたり、中に
は涙を流されている人もいました。「もっと
人に喜んでもらいたい」と思いました。そこ
で、被災者に笑顔が戻ればと、ひまわりの種
を配る活動を始めました。活動の輪が広がり、
夏には各所から喜びの声が添えられた、開花
のお知らせが届くようになりました。
　阪神・淡路大震災でのボランティア経験以
降、震災ボランティアとして、新潟県中越地震、
東日本大震災、熊本地震などの被災地を支援
する活動を続けています。被災者として、ま

た 震 災 ボ ラ
ン テ ィ ア と
し て の 経 験
を 通 じ て 感
じた「人との
絆の大切さ」
を こ れ か ら
も 伝 え て い
きたいです。

ボランティア歴 16 年
荒
あ ら い

井 勣
いさお

さん（72 歳）

人と防災未来センター運営ボランティア

語り部が　伝える
ボランティア歴 16 年　
秦
は た

 詩
う た こ

子さん（71 歳）

ボランティア活動の様子（神戸市東灘区）

阪急伊丹駅（伊丹市）

横倒しの阪神高速道路（神戸市東灘区）

市街地の炎上（神戸市中央区から撮影）

火災現場（神戸市灘区）

倒壊したビル（神戸市中央区）

　

町
で
は
、
災
害

発
生
予
測
の
状
況

に
あ
わ
せ
て
、
庁

内
に
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
、
情

報
の
収
集
、
伝
達

を
行
い
、
災
害
時

の
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
る
た
め

の
体
制
を
整
え
ま
す
。
ま
た
、
東
日
本

大
震
災
や
熊
本
地
震
、
丹
波
市
豪
雨
災

害
な
ど
の
被
災
地
支
援
に
も
職
員
を
派

遣
し
、
災
害
復
旧
に
あ
た
る
と
と
も
に
、

災
害
の
様
子
や
対
応
な
ど
を
学
び
、
町

の
防
災
体
制
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に

よ
る
大
き
な
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

強
い
揺
れ
に
恐
怖
し
た
方
も
多
か
っ
た

で
し
ょ
う
。
本
特
集
の
語
り
部
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
の
話
は
、
当
時
の
情
景
を

彷ほ
う
ふ
つ彿
と
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
、
改
め
て

震
災
の
恐
怖
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
に
起
き
た
様
々
な
災
害
の
教
訓
を

活
か
し
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
風
水
害
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
も

他
人
事
と
思
わ

ず
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
で

き
る
こ
と
を
考

え
、
災
害
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

※震災発生当時の写真（人と防災未来センターより提供）

①②

③

人と防災未来センター
▶問合せ　078ー262ー5050（観覧案内）
※詳細はホームページをご確認ください

34.4m

▶
福ふ

く
だ田 

長ち
ょ
う
じ治
町
長 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
伝
え
る

阪
神
・
淡
路
大
震
災
記
念 

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に

様
々
な
教
訓
を
活
か
し
て

災害対策本部の様子
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文化体育館
（臨時駐車場） 猪名川

中学校

大原
公園

至篠山市 至
日
生
中
央

白金小学校

N

P

至川西市

自動車学校

至川西市

イ
オ
ン

「
猪
名
川
町
の
未
来
を
描
く
高
校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

発
案
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

昨
年
度
実
施
の
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

「
あ
な
た
が
も
し
猪
名
川
町
長
だ
っ
た

ら
」
を
テ
ー
マ
に
、
町
内
の
高
校
生
が

地
域
活
性
化
の
た
め
の
政
策
提
案
を
行

い
ま
し
た
。
町
長
賞
を
受
賞
し
た
２
件

の
提
案
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
の
事
業

化
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
猪
名
川
甲
英
高
等
学
院
の
生

徒
の
提
案
が
実
現
し
、
生
徒
自
ら
が
企
画
し

た
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
阿
古
谷
地

域
の
自
然
環
境
を
活
か
し
た
体
験
型
の
イ

ベ
ン
ト
に
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
！

▽
と
き　

６
月
２
日
（
土
）
午
後
5
～
9
時
（
雨
天
中
止
）

▽
と
こ
ろ　

猪
名
川
甲
英
高
等
学
院
（
上
阿
古
谷
字
畑
ヶ

芝
56
・
３
）

▽
内
容　

星
の
お
話
・
ホ
タ
ル
の
お
話
・

ホ
タ
ル
ツ
ア
ー
※
草
む
ら
を
歩
く
た

め
、
歩
き
や
す
い
靴
と

長
ズ
ボ
ン
で
お
越
し
く

だ
さ
い

▽
参
加
費　

無
料

▽
そ
の
他　

飲
食
・
雑

貨
出
店
、
体
験
ブ
ー
ス
、

駐
車
場
有
、
無
料
バ
ス

▽
問
合
せ　

同
学
院

(

☎
７
６
７
・
２
２
６
６)

　やる気・創造力・責任感のある
優秀な職員を求めています。
▷採用職種　①技術職 ( 建築 )　
②事務職 ( 大卒 )　③事務職（大
卒・身体障がい者）
▷採用時期　平成 31 年 4 月 1 日
▷ 受付期間　①～③ 6 月 1 ～ 20
日午前 8 時 45 分～午後 5 時 30 分

（土・日祝除く）※郵送の場合は特
定記録郵便または簡易書留郵便で
20 日午後 5 時 30 分必着
▷受付場所　総務課
▷一次試験日　①～③総合能力試
験＝ 6 月 30 日～ 7 月 10 日の希望
する日（希望するテストセンター）、
①専門試験・小論文・面接＝ 7 月
22 日 ( 日 ) 町役場　②③面接＝ 7
月 25 日（水）文化体育館
※募集要項・申込書などは、同課・
日生住民センター・ふらっと六瀬

（六瀬総合センター）で配布
※町ホームページで募集要項をダ
ウンロード可（インター
ネットでの申し込み不可）
▷問合せ　同課（☎ 766
－ 8708）

職
種

採用
予定
人数

受験資格（すべての要件にあてはまる人）

技
術
職(

建
築)

1
人

◎平成 2 年（1990 年）4 月 2 日以降に出生した人◎学
校教育法による 4 年制大学・短期大学・高等専門学校・
専修学校専門課程（修了年限 2 年以上）の学歴で、建築
に関する専門課程を修めた人、または平成 31 年（2019
年）3 月 31 日までに卒業見込みの人

事
務
職（
大
卒
）

３
人
程
度

◎平成５年（1993 年）4 月 2 日以降に出生した人◎
学校教育法に定める 4 年制大学を卒業した人、または
平成 31 年（2019 年）3 月 31 日までに卒業見込み
の人

事
務
職
（
大
卒
・
身
体
障
が
い
者
）

１
人

◎昭和 63 年（1988 年）4 月 2 日以降に出生した人◎
学校教育法に定める 4 年制大学を卒業した人、または
平成 31 年（2019 年）3 月 31 日までに卒業見込み
の人◎自力による通勤ができ、かつ介護者なしに事務職
として通常の勤務時間（原則 1 日＝ 7 時間 45 分）を勤
務できる人◎パソコンの画面表示が解読でき、キーボー
ドからの入力とマウスの操作ができる人◎口頭による面
接に対応できる人※車いす、補聴器を用いての受験は可
能ですが、当方で用意する机などを用いることが前提に
なります（申し込み時に使用する器具などを申し出てく
ださい）

※地方公務員法第 16 条の欠格事項に該当する人は受験できませ
ん※採用時には通勤可能な地域に住居を定めてください※受験者
は、受験要件の学校を卒業できない場合や資格取得ができない場
合は採用できません

平成 31 年４月採用の
町職員を募集

求む !!
　夢と熱意ある
　　　　 町職員！

▽
応
募
作
品　

猪
名
川
町
を
訪
れ
た
く
な
る
よ
う
な
、
ま

た
、「
い
い
ね
！
」
し
た
く
な
る
よ
う
な
、
町
の
魅
力
を
表

現
し
た
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
（
写
真
映
り
が
良
い
）
写
真

▽
応
募
資
格　

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
お
よ
び
町

国
際
交
流
協
会
員
（
ア
マ
チ
ュ
ア
の
人
に
限
る
）

▽
応
募
サ
イ
ズ　

４
つ
切
サ
イ
ズ
（
２
５
４
㎜
×
３
０
５

㎜
）
を
２
枚
提
出
、
画
像
デ
ー
タ
の
場
合
は
１
作
品
に
つ

き
５
㎆
ま
で
（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式
に
限
る
）

▽
応
募
数　

１
人
３
作
品
ま
で

▽
応
募
規
定　

展
示
会
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
の
な
い

未
発
表
作
品
、
他
コ
ン
テ
ス
ト
で
入
賞
し
て
い
な
い
作
品

※
ア
プ
リ
な
ど
で
の
加
工
は
不
可

▽
応
募
締
切　

７
月
31
日
必

着▽
入
賞　

最
優
秀
賞
１
人
、
優

秀
賞
５
人
、
ほ
か
抽
選
賞
な
ど

▽
そ
の
他　

入
賞
作
品
は
町
国

際
交
流
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
10
月
頃
に
発
表
、
応
募
作

品
の
返
却
不
可

▽
申
込
・
問
合
せ　

指
定
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
同
協
会
事
務
局
（
参
画

協
働
課
内
、
☎
７
６
６
・

８
７
８
３
、
□kokusai@
town.inagawa.lg.jp

）

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
バ
ラ
ラ
ッ
ト
市

姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
記
念
事
業

フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
コ
ン
テ
ス
ト

　

だ
れ
も
が
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
を
め
ざ
し
て
開
催
。
こ
の
機
会
に
「
歯
科
検
診
」

と
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
健

康
・
福
祉
に
関
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
楽
し
い
イ

ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん
！

▽
と
き　

6
月
３
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
3
時

▽
と
こ
ろ　

文
化
体
育
館

▽
内
容　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
体
力
測
定
、
歯
科
検

診
（
８
０
２
０
コ
ン
テ
ス
ト
＝
80
歳
以
上
で
自
分

の
歯
20
本
以
上
の
人
対
象
）、
土
鍋
で
炊
い
た
ご

飯
の
試
食
、
健
康
長
寿
体
操
、
い
な
ぼ
う
劇
団
「
朝

ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
」、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
先

着
４
０
０
人
に
粗
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
）、
そ
の
他
（
福

祉
車
両
の
展
示
、
各
種
福

祉
団
体
バ
ザ
ー
や
ゲ
ー

ム
、
体
験
な
ど
の
出
店
、

地
元
新
鮮
野
菜
・
加
工
品

販
売
、
献
血
、
消
防
車
展

示
・
撮
影
）

▽
問
合
せ　

住
民
保
険
課

（
☎
７
６
６
・
８
７
０
０
）

２
０
１
８
健
康
福
祉
ま
つ
り

一
緒
に
楽
し
も
う
！

文化体育館
（臨時駐車場） 猪名川

中学校

大原
公園

至篠山市 至
日
生
中
央

白金小学校

N

P

至川西市

自動車学校

至川西市

イ
オ
ン

文化体育館
（臨時駐車場） 猪名川

中学校

大原
公園

至篠山市 至
日
生
中
央

白金小学校

N

P

至川西市

自動車学校

至川西市

イ
オ
ン

猪名川甲英
高等学校

乗馬クラブ
消防本部

紫合堂田

至役場

至日生中央

至川西市

至能勢町
Ｎ

コンビニ ▲フォーラム報告▲イベント情報

　
ホ
タ
ル
と
星
空
か
ん
し
ょ
うin
あ
こ
た
に
　

ほたるの夕べ
▷とき　6 月 9 日（土）午後
4 時～ 8 時 40 分
▷ところ　ふるさと館
◆ほたるの学習会
　ほたるの生態を、クイズを
まじえて楽しく学ぼう
▷時間　午後 4 時 10 分～ 5
時 30 分
▷対象　小学生（要保護者送迎）
▷定員　先着 40 人
▷ところ　催し会場
▷申込　1 ～ 5 日正午までに
参画協働課（☎ 766 － 8783、
F 766 － 8893）

◆ミニコンサート
▷時間　午後 6 時～ 7 時 45 分
▷ところ　野外ステージ
▷出演　①六瀬中学校吹奏楽
部　 ② SWING ー BY 実 行
委 員 会（ バ ン ド 演 奏 ）　③
藤
ふ じ さ わ

沢 祥
さ ち え

衣（アコーディオン
演奏）　④れいか（歌謡曲）
▷問合せ　天候などによる実
施の有無は当日午前９時以降、
テレフォンサービス（☎ 0180
－ 99 － 7170）または、同館（☎
768 － 0389）

一緒に働こう！
注意！
　会場周辺に一般駐車場は
ありません。日生中央、文
化体育館、 大島小学校発
の、専用無料バスをご利用
ください。
※午後 3 時 13 分～ 7 時 30
分まで概ね 30 分間隔で運行
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会計／区分 現計予算額 収入済額 支出済額 差引
一般会計 106億3,559 94億5,628 86億1,305 8億4,324

特
別
会
計

国民健康保険 39億7,699 36億2,566 36億522 2,044
介護保険 22億933 21億4,664 19億6,763 1億7,900
後期高齢 7億438 3億9,875 5億9,484 ▲ 1億9,609
農業共済 3,381 1,460 1,098 361
奨学金 2,255 2,301 1,141 1,161
小　計 69億4,705 62億865 61億9,008 1,857
合　計 175億8,264 156億6,494 148億313 8億6,181

一般会計 （歳入・歳出の内訳）

 一般会計・特別会計予算執行状況（3 月 31 日現在）

10 億 20 億 30 億0 

その他
議会費、商工費、予備費
など

農林水産業費
農林業の振興、農業委員
会事務、有害鳥獣対策な
どに係る経費

消防費
救急・消火・救助活動な
どに係る経費

公債費
銀行などから借り入れた
町債の元利償還金

教育費
小・中学校、幼稚園、図
書館、保健体育事務など
に係る経費

民生費
児童、高齢者や障がい者
などの福祉サービスなど
に係る経費

4 億 642
4 億 7,534

2 億 465
3 億 2,345

総務費
庁舎管理や徴税、住民基
本台帳、ふれあいバスな
どに係る経費

19 億 8,624
13 億 2,094

土木費
道路や公園の管理、都市
計画事務、公営住宅の整
備などに係る経費

10 億 3,809
9 億 3,331

7 億 508
6 億 1,283

現計予算額

支出済額

13 億 972

11 億 4,349

27 億 2,321

衛生費
健診、母子保健、ごみ・
し尿処理などに係る経費

10 億 237
7 億 9,495

4 億 9,001
4 億 7,324

目的別歳出（支出）

10 億20 億30 億

35 億 677 33 億 528
32 億 7,010

21 億 6,883
21 億 9,534

8 億 8,176
4 億 8,466

7 億 4,138
7 億 1,899

2 億 8,308 

2 億 8,308

2 億 2,382
3 億 5,664

１億 8,481
１億 8,995

0 

7 億 4,252

その他
諸収入や分担金・負担金、
寄附金などによる収入

使用料・手数料
文化体育館や火葬場、公
営住宅などの収入

譲与税・交付金
国・県税として徴収され
た税の配分などによる収
入

繰入金
預貯金（基金）からの取
り崩し

町債
施設建設や財源不足の際
の借入れなどの収入

国・県支出金
国や県からの補助金など

地方交付税
普通交付税・特別交付税

町税
町民税、固定資産税、
都市計画税、軽自動車
税などの収入

現計予算額

収入済額

歳入（収入）

繰越金
前年度の剰余金

17 億 8,706
13 億 4,256

7 億 3,053 

表
グ
ラ
フ
で
見
る

平
成
29
年
度
下
半
期
財
政
事
情

▽
問
合
せ　

企
画
財
政
課
（
☎
７
６
６
・
８
７
１
１
）

　

こ
の
公
表
は
、
町
の
財
政
運
営
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
、
町
政
へ
の
ご
協
力
と
ご
意
見
を
い
た
だ
く

た
め
、
毎
年
6
月
と
12
月
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
（
平

成
30
年
３
月
31
日
現
在
）。

（単位：万円）

（単位：万円）

ミュージカル
アルプスの少女ハイジ

▽
と
き　

８
月
４
日
（
土
）
午
後
２
時
開

演(

開
場
＝
１
時
30
分)

▽
と
こ
ろ　

文
化
体
育
館
（
イ
ナ
ホ
ー
ル
）

▽
入
場
料　

前
売
＝
一
般
１
８
０
０
円
（
当

日
２
千
円
）、
高
校
生
以
下
千
円  

（
当
日

１
２
０
０
円
）
※
全
席
指
定
、
３
歳
以
上
有
料

▽
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所  

文
化
体
育
館
・
日

生
住
民
セ
ン
タ
ー
・
ふ
ら
っ
と
六
瀬
・
ふ

る
さ
と
館
・
阪
急
オ
ア
シ
ス
日
生
中
央

店
・
み
ど
り
書
房
川
西
緑
台
店
・
シ
ャ

デ
ィ
サ
ラ
ダ
館
川
西
清
和
台
店
・
マ
ル

ゼ
ン
薬
局
畦
野
店
・
イ
オ
ン
猪
名
川
店
・

道
の
駅
い
な
が
わ
・
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ

ト
〔
Ｌ
コ
ー
ド
＝
５
７
１
０
９
〕（
☎

０
５
７
０
・
０
８
４
・
０
０
５
）

▽
問
合
せ　

同
館
（
☎
７
６
６
・
７
４
０
０
）

町職員の任免や勤務条件などを公表します

◇任免
　競争試験により新たに 10 人
を採用しました。
　昇任などは勤務成績の評定な
どを参考にし、内部に設置され
る任用・懲戒審査委員会での選
考に基づいて決定され、21 人
の昇任を行いました。
　退職の内訳は、60 歳到達に
よる定年 5 人、早期勧奨 1 人、
自己都合・その他が 5 人でした。

◇競争試験　
　平成 30 年度採用試験の合格
者は事務職大卒 6 人、高短卒 2
人、消防職 2 人で、競争倍率
は平均 7.3 倍となっています。

◇休暇など　
　平成 29 年中の年次有給休暇
の取得実績は、1 人当たり 8.8
日でした。病気休暇は、医師の
診断に基づき取得できます。
◇勤務時間および休日
　消防本部や図書館など本庁以
外の勤務場所では、表とは異な
る勤務形態の場合があります。

◇分限・懲戒処分など
　分限処分 2 件、 懲戒処分 1
件となっています。

◇服務義務
　職員は「全体の奉仕者」とし
て公共の利益のために勤務し、
職務遂行にあたっては全力で
専念しなければならないため、
様々な義務が課せられていま
す。服務義務違反により処罰さ
れた事件はありませんでした。
◇職員研修　
　高度化、多様化する住民ニー

ズに的確に対応できる職員の育
成のため、職員研修計画に基づ
く研修を行い、さらなる勤務能
率の向上に努めています。
◇職員の人事評価の状況
　職員の能力および業績を把握
した上で行う人事評価制度を導
入しており、「業績評価」と「能
力評価」の両面から評価を行い
ました。
　人事評価結果は勤勉手当に反
映するとともに、人材育成や分
限などに活用しています。
◇福利厚生制度　
　職員の保健その他厚生に関し
て適用されている共済制度は、
地方公務員等共済組合法によっ
て県市町村職員共済組合が制度
を運用、実施しています。
　また、職員は一般財団法人兵
庫県市町職員互助会へ加入し、
福利厚生の充実を図っています。
◇公務災害補償
　職員が公務中あるいは通勤途
上で死亡し、または負傷や疾病
により障害を負った場合など
は、地方公務員災害補償法に基
づきその補償を受けることがで
きます。
　公務災害と認定された件数は
3 件で、公務中の負傷のため療
養補償が行われました。
◇職員の退職管理の状況
　営利企業などに再就職した元職
員は、離職前の職務に関して、現
職員への働きかけをすることが禁
止されています。
　これにより退職管理の適正化を
図るように取り組んでいます。
◇公平委員会への報告事項

※公平委員会は地方自治法および地方公務
員法に定められた、職員の勤務条件に関す
る措置の要求や職員に対する不利益処分を
審査し、必要な措置を行う行政委員会です。

区分 受験
者数

合格
者数 倍率

事務職

大卒 36 6 6.0

高・短卒 16 2 8.0

障がい者 0 0 0

消防職 高・短・
大卒 19 2 9.5

技術職
(建築)

高・短・
大卒 1 0 0

高・短・
大卒(再
募集)

1 0 0

計 73 10 7.3

区分 内　　　　　　容

勤務時間

午前8時45分～正午、
午後1時～ 5時30分、
1週 間 当 た り38時 間
45分

週休日
および休日

週休日＝土・日曜日
休日＝国民の祝日、
12月29日～ 1月3日

区分 人数

任用

採用 10

昇任 21

降任 ―

転任 ―

退職
定年 5

勧奨 1
自己都合他 5

区分 実施状況
勤務条件に関する措置の
要求状況 0

不利益処分に関する不服
申し立ての状況 0

総務課
　（☎ 766 － 8708）問合せ

区
分

種
類 内　　　　　　容

分
限
処
分

降
任
・
免
職

▷勤務成績が良くないと
き　▷心身の故障のため、
職務の遂行に支障があり、
またはこれに堪えないと
き　▷上記のほか、その職
に必要な適格性を欠くと
き　▷廃職または過員を
生じたときなど

休
職

▷心身の故障のため、長期
の休養を要するとき
▷刑事事件に関し起訴さ
れたときなど

懲
戒
処
分

戒
告
・
減
給
・
停
職
・
免
職

▷地方公務員法などまた
はこれに基づく条例、規
則、規程に違反したとき
▷職務上の義務に違反し、
または職務を怠ったとき
▷全体の奉仕者たるにふ
さわしくない非行のあっ
たときなど

平成 29 年度

　平成 29 年度の人事行政
の運営状況についてお知ら
せします。
　これは、住民の皆さんに
町職員の任用や競争試験、
勤務時間、その他勤務条件
などの情報を正しく知って
いただくために公表するも
のです。

※図表中の数値は、端数処理のため合計が一致しない場合があります

 元モーニング娘。小
お が わ

川 真
ま こ と

琴出演

好
評
発
売
中
！


